














1.はじめに 

近年,わが国における周産期死亡,乳児死亡は著しく減少したが,そのなかで先天異常の占

める割合はますます大きくなってきた。また,欧米各国においては,あの「サリドマイド」

の経験を生かし,二度と同じことをくりかえさないように,常に先天異常の発生状況を把握

し,異常の発生をいち早く発見し,警報を発し,その対策をたてるべく,「先天異常モニタリ

ング」が行われている。わが国においても,日本母性保護医協会や,東京都立病院グループ,

日赤病院グループなどによって,「病院ベース」の先天異常モニタリングがおこなわれてき

た。大阪府での先天異常モニタリングは,「人口動態ベース」の先天異常モニタリングとし

て試行し,本調査における問題点を浮き彫りにし,その解決策をたてることを目的として開

始された。 


